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工　事　名 R6 年 2 月 14 日 行 事 内 容 時　　間

R8 年 3 月 31 日 M 安全衛生委員会Ｐ １．朝　　礼 8 ： 30

N 安全品質環境部Ｐ ２．ＫＹＫ 8 ： 45

＜店社＞ 具体的施策 O 店社責任者Ｐ ３．パトロール

「安全衛生基本方針」 P 安全衛生協力会Ｐ ４．工事打合せ 13 ： 00

Q 安全衛生協議会Ｐ ５．後片付け 17 ： 00

「年度安全目標」 R 事業主Ｐ ６．その他

S 元請Ｐ

「重点戦略」

22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 A 足場の組立解体作業

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 B 開口部・開口部付近・端部での作業

主ポンプ撤去（主ポンプ、電動弁） D シャフト内での作業

斫り養生 既設基礎（ポンプ、弁、減速機）／ピット　斫り工 F 移動式クレーン等使用する作業

鋼製型枠  配筋・型枠 ▽打設 養生 脱枠 H 車輌系建設機械を使用する作業　

アンカー部コア抜き J 酸素欠乏危険作業

配筋・型枠 縁金物取付 ▽打設 L 崩壊・倒壊危険作業

 配筋・型枠 ▽打設 養生 脱枠

ピット部斫り 仕上げ

ケレン／内外面塗装

鉄筋材料 配筋検査 スランプ試験 配筋検査 スランプ試験

コンプレッサー
２ｔダンプ

４ｔユニック

コンプレッサー
２ｔダンプ

４ｔユニック

コンクリートポンプ車
生コン車

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入

現場代理人Ｐ

飛来・落下災害防止

現場代理人Ｐ 安全衛生委員会P

危険・有害作業

主　要　工　事　機　器　等

火気使用作業

F：地切･荷の安定･介錯ﾛｰﾌﾟ
使用で飛来･落下災害防止

有資格者による作業
G：玉掛け、重心位置の確認

４ｔユニック

現場代理人Ｐ

生コン車

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入

Ｆ：移動式ｸﾚｰﾝ作業
Ｇ：重量物及び重心が

　　不安定な機器の搬入
I：電気工事

B:開口部・開口部付近・端
部での作業

B:開口部・開口部付近・端
部での作業

B:開口部・開口部付近・端
部での作業

 安 全 重 点 施 策

（工程変更の場合に安全重点施策を

　　　　　　　　　　変更し記録する）

安
全
教
育
・
災
防
協

（安全パトロールの内容を記載）

安 全 パ ト ロ ー ル 計 画

安全施工サイクル（日常点検）

計
画

変
更

C 安全施設が十分確保できない場合

現場代理人Ｐ

安
全
パ
ト
ロ
ー

ル

危 険 ・ 有 害 作 業 特 定

(安全大会、安全教育、安全衛生協議会等）

F：地切･荷の安定･介錯ﾛｰﾌﾟ
使用で飛来･落下災害防止

有資格者による作業
G：玉掛け、重心位置の確認

B:開口部・開口部付近・端
部での作業

作 成 者

店
社
安
全
大
会

10:30/15:30

高所作業車使用による作業

10昱工業㈱　月間工程表 （ ）

停電・活線・近接作業

重量物及び重心が不安定な機器の搬入

基礎工　電動弁

基礎斫り工（減速機、ポンプ、電
動弁）

基礎工　配線ピット築造

貫通部配管　内面塗装

K

20%

基礎工　主ポンプ

40%

基礎工　渦流防止壁
G

E

基礎工　減速機

I

飛来・落下災害防止

0%

安全衛生に関する主な行事

材料検査・段階確認立会

現場代理人Ｐ

防　止　具　体　策

（予想される危険・有害作業を記載）

（危険作業防止対策を記載）

月

飛来・落下災害防止

安
全
教
育
・
災
防
協

河メンテ　第５０１－００－０１－０２号
津島屋閘門排水機場　１号排水ポンプ更新工事

自：

受注№ 71590235

飛来・落下災害防止

２０ｔラフター
４ｔユニック

工事安全衛生方針 安全パトロール

進捗率

60%

飛来・落下災害防止飛来・落下災害防止

11　月

既設ポンプ撤去工

４.健康状態や年齢に配慮した快適な職場環境の構築

５.気持ちに余裕を持った安全運転の徹底

人間尊重の理念に基づき安全を全てに優先させる

作業所安全衛生目標

事故・労働災害撲滅への不断の実行

具　体　策

墜落・転落災害の防止

至：

過去の教訓を再認識し、安全意識の向上を図る

 人間尊重の理念に基づき 安全を全てに優先させる

 事故・労働災害撲滅への不断の実行

１.事故事例集を有効活用し、安全管理力の強化

２.徹底した危険要因の排除と確実な安全対策の実施

３.「事前訓練」と「検討会」による安全意識の改善

工　事　名　称
9　月 10　月

10%

50%

80%

70%

100%

90%

30%

■ NXエンジ㈱

■ 機器回転

■ 土工（新水工業）

■ セルフレベリング（新潟ボン

ド）

■ 排泥工（新潟特殊）

■ 電気工事（真保電機）

■ 塗装工（山田塗装）

改訂：２０２３年１０月０１日


